
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
.

イ
ろ
フ
エ
ル
論
議

文
献
目
録
1
9
8
9
S
2
0
0
4

{
呂
澤
正
典
互
,
人
7
姦
瓢
授
)
編

玲
作
は

染
ル
峨
乍
、
ソ
迎
崩
壊
に

始
ま
り
、
 
9

イ
ラ
ク
峨
仇
に

ー
、

至
る
波
乱
に
満
ち
た
塒
代
で
あ
っ

た
本
禽
に
収
録
さ
^
た
"
行
ザ
こ

と
の
一
般
の
表
題
を
院
ん
で
い
く

と
、
こ
の
W
の
Π
ポ
に
お
け
る
ユ
ダ

ヤ
楡
議
の
趨
勢
と
と
も
に
、
泥
迷
す

る
"
代
が
透
け
て
兒
え
て
く
る

ト
H
米
反
ユ
ダ
ヤ
卞
義
に
は
、
説
剛

困
雌
な
不
ゼ
の
原
囲
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
」

に
求
め
る
知
絲
し
た
一
隈
が
め
ず
ら

し
く
な
い
Π
鉄
に
収
録
さ
れ
た
喪

題
の
な
か
に
蝶
発
峨
勺
か
ら
ハ
フ

ル
崩
壊
、
ロ
シ
ア
の
泥
迷
か
ら
多
発

す
る
テ
ロ
に
.
令
る
あ
ら
ゆ
る
不
b
Υ
を

ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
帖
す
る

仙
貫
仟
な
議
河
も
力
い
ま
兒
え
る

.

.
、
が
、
同
時
に
細
行
が
祀
し
て
い
る
よ

う
に
、
我
が
川
で
も
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
に
関
す
る
γ
術
価
究
力
砕
災

に
椣
付
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る

文
獻
Π
録
の
細
染
と
は
ま
さ
に
、
」
:
 
J

代
を
記
銖
し
、
幣
則
し
、
*
引
づ
け

る
作
業
で
あ
り
、
後
Ⅲ
の
批
判
と
検

.
祉
を
河
能
な
ら
し
め
る
飛
饗
な
什
小

で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
・
器
一
で
き

る品
ゼ
下
津
f
 
介
卜
郁
Ⅲ
人
学
井
常
勤
綱
帥
)

木
1
,
は
1
9
8
9
年
^
な
川
^
^
N

で
Ⅲ
行
さ
れ
た
7
0
0
0
点
を
越
え

る
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
欄
す
る

漸
X
1
"
硝
J
、
ム
洲
文
、
ル
ホ
な
ど

を
愽
艘
し
網
雜
し
た
文
献
U
鉄
で
あ

る
編
占
は
ユ
ダ
ヤ
人
餉
冉

(
新
宋
礼
)
、
Π
木
人
の
ユ
ダ
ヤ

イ
ス
ラ
エ
ル
刃
纖
(
昭
利
半
)
な

ど
の
迎
の
杵
作
で
、
棚
治
期
以
米

の
Π
水
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
樹
雙
刑

議
が
抱
え
る
諸
削
題
を
鋭
く
逃
究

し
て
き
た
本
北
Π
は
1
8
7
7
S
1

9
8
8
午
を
カ
バ
ー
し
た
Ⅲ
名
の
文

獻
Π
鉄
(
1
9
9
0
午
、
新
泉
社
Ⅲ
)

に
紕
く
錦
:
蝉
で
あ
る
が
、
冷
戦
の

終
.
心
を
L
Π
げ
た
1
9
8
9
"
力
ら
の

」
示
都
府
木
津
町
に
あ
る
学
研
捌
市
キ
ャ
ン
ノ

ス
の
開
校
式
と
快
風
館
開
館
式
が
、
 
2
0
0
6

年
Π
月
4
日
に
約
2
0
0
人
の
列
席
を
得
て
執

り
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ン
バ
ス
の
敷
地
面
横
は
約

5
万
m
 
快
風
館
の
延
べ
床
面
稙
は
約
8
5
0

O
 
m
 
快
風
館
開
館
に
ψ
1
た
っ
て
、
大
谷
総
長
、

劉
本
理
宗
k
、
八
田
学
長
、
片
山
則
貫
の
ほ

か
河
井
規
f
木
沌
町
長
、
藤
城
進
」
胃
府
<
岱

環
境
部
長
、
四
方
賓
彦
学
研
都
巾
病
院
長
の
7

円
時

Ⅱ
打
5
Π

今
川
川
キ
ャ
ン
パ
ス

円
塒
即
分

人
無

Π
Ⅱ
船
H

1
j
9
1

1
 
j
 
2
 
1

人
は
皆
、
急
ぎ
足
の
旅
人

深
田
尚
彦
一
女
i
人
7
名
汽
教
授
)
一
者

誠
に
、
「
文
は
人
な
り
」
で
あ
る

深
Ⅲ
尚
彦
氏
の
お
人
柄
を
仂
佛
と
さ

せ
る
:
.
葉
の
数
々
が
、
こ
こ
に
収
録

さ
れ
た
文
高
イ
の
端
々
に
ω
火
に
尖
さ

れ
て
い
る
。
鯉
保
で
淡
油
、
し
か
し

凝
締
さ
れ
た
思
想
と
人
牛
竹
7
が

こ
の
一
冊
の
内
に
詔
り
尽
く
さ
れ
て

い
る
,
.
乢
み
迩
む
う
ち
に
、
い
つ
か

知
ら
ず
、
 
X
X
と
帆
に
対
而
し
て
対

盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
党
に
抽

ら
わ
れ
て
し
ま
う
 
1
行
が
ま
だ
ほ

ん
の
駆
け
出
し
の
教
n
の
頃
、
深
Ⅲ

氏
は
す
で
に
彼
の
捕
川
行
動
の
心
卵

学
の
分
野
て
乳
プ
者
・
教
育
者
と

し
て
の
局
い
討
仙
を
内
外
に
博
し
て

お
ら
れ
た
。
当
時
ど
ぅ
い
、
つ
訳
か
、

^
^
^
^
一
^
^
^
も
^
^
く
^
リ
^

け
て
く
だ
さ
っ
て
、
瓢
り
合
う
度
に

時
の
経
過
を
忘
れ
る
こ
と
も
し
ぱ
し

ぱ
で
あ
っ
た
。
こ
の
皮
新
州
の
御
片

北
Π
の
細
介
を
、
と
御
依
頼
を
一
堂
け
た

こ
と
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
感
謝
の

極
み
で
あ
る
。

「
人
は
杵
、
急
ぎ
足
の
笊
人
」
と

い
う
尖
題
は
.
U
い
得
て
妙
。
人
生
は

ま
さ
に
忽
ぎ
Π
止
の
旅
」
。
し
か
し

浴
氏
の
寺
え
ら
れ
る
旅
は
、
必
ず

し
も
ネ
ガ
テ
ィ
プ
で
饗
謙
な
旅
を

愆
叺
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
生
の

警
様
、
彼
に
と
っ
て
は
あ
る
極
の

完
成
の
特
で
あ
っ
て
、
そ
の
元
成
に

川
か
っ
て
「
今
の
塒
を
」
誠
火
に
、

か
つ
貞
剣
に
生
き
る
べ
き
だ
、
と
い

、
つ
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
こ
こ
に

は
あ
る
奥
介
は
深
Ⅲ
氏
の
生
い
.
"
ち
や
人

牛
経
験
の
数
々
を
も
介
め
、
幅
広
く

し
て
か
つ
深
〔
州
、
仙
行
到
に
関
す

る
専
Ⅲ
一
瑞
の
テ
ー
マ
が
披
鋸
さ
れ

る
^
と
^
、
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^

出
や
研
究
生
活
に
お
け
る
こ
蹴
族
と

の
関
わ
り
や
、
市
井
の
風
帖
が
揃
か

れ
る
場
面
も
あ
っ
て
、
決
し
て
退
舶

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
深
川
氏

の
人
生
竹
学
を
想
赳
さ
せ
る
桜

集
、
と
も
い
う
べ
き
独
特
な
'
茶
の

ス
タ
イ
ル
も
ま
た
、
み
こ
と
で
あ
る

近
煉
卜
郎
(
女
f
人
7
現
代
村
会
ツ
豐
授

一
叫

栄
光
館

一
一

法
人
部

創
立
1
3
1
周
年
ー
ル
念
式

9
時

Ⅱ
月
即
Π

大
学
神
学
館
礼
拝
堂

ノ

ノ

2
0
0
6
年
秋
の
叙
勲
・
叙
位

同
'
礼
人
学
名
誉
教
奨
介
U
一
郎
氏
ガ
瑞
1

小
紋
身
三
桑
さ
れ
、
Ⅱ
"
8
Π
亦
坂
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
仏
述
式
が
行
わ
れ
た

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン

大
学

7
時

●
京
田
辺
校
地
開
校
⑳
周
年
記
念
式
を
開
催

2
0
0
6
午
Π
門
4
Π
、
大
学
・
女
f
大
学

の
柑
辺
校
地
開
校
部
年
周
年
を
祝
っ
て
、
同

志
社
口
ー
ム
記
念
館
で
聾
忍
式
が
開
僧
さ
れ

た
^
<
^
一
^
^
長
の
^
辞
、
^
田
^
一
^
^
^
長
、

森
U
閏
山
女
f
大
叫
f
長
力
ら
の
祝
辞
野
木
真

也
皿
、
亊
長
の
祝
祷
の
ほ
か
、
小
石
原
範
和
京
都

久
村
哲
京
田
辺
市
長
ら
が
祝
辞
を

.
胴
一
川
旧
知
哥

竺
ら
れ
た
。
参
列
者
は
お
よ
そ
1
5
0
人

八
則
7
長
は
「
京
都
府
、
」
"
小
田
辺
市
等
の
t
x

援
の
も
と
、
 
1
9
8
6
年
の
開
校
以
来
順
罰
に

発
展
し
て
き
た
が
、
鵬
年
予
定
の
生
厶
伐
科
学

部
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
設
置
な
ど
教
育
研

究
活
動
の
充
'
笑
と
地
域
貞
献
に
一
屑
努
め
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
(
語
、
グ
ラ
ビ
ア
需
ご

学
研
都
市
キ
ャ
ン
バ
ス
開
校
式
、

風
館
開
館
式
を
実
施

若
モ
f
山
頂

創
立
祀
念
礼
H

Π
ト
.
大
祈
祷
会

は皆、
ぎ足の旅人
小1
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学研都市キャンパス「良心碑」の除幕式

新
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」、ロ



氏
に
ょ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
h
わ
れ
た

な
お
、
祀
念
式
典
に
絖
き
、
校
友
、
教
職
貝

や
多
く
の
方
か
ら
の
寄
金
に
ょ
り
建
立
さ
れ
た

「
良
心
碑
」
の
驗
市
式
が
行
わ
れ
た
。

璽
娘
グ
ラ
ビ
ア
参
匝

*
^
ー
・
Π
、
'
^
、
^
^
^
^
"
Π
^
^
^
^
力
ら
^
Ⅱ

削
学
長
、
八
Ⅲ
γ
長
、
大
谷
総
長
、
野
本
皿
邪

長
)

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
0
6
開
催

2
0
0
6
ザ
Ⅱ
打
4
、
 
5
の
両
Π
、
 
2
川
H

と
な
る
「
川
k
心
朴
・
U
小
Ⅲ
辺
祭
2
0
0
6
 
(
愛

称
・
 
A
D
A
M
祭
S
遊
ぽ
う
で
っ
か
く
、
遊
ぱ

う
み
ん
な
で
S
)
が
開
催
さ
れ
た
秋
岫
れ
の

、

学
生
・
般
小
民
に
ょ
る
模
指
'
抽
や
フ
リ

小ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
(
公
募
即
川
体
Y

音
楽
ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
多
彩
な
催
し
に
、
約
2
刀
人
の
人
出
で
」
Π
小
Ⅲ

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
終
Π
賑
わ
っ
た

同
上
荏
示
Ⅲ
辺
祭
は
、
 
1
生
・
教
職
n

巾

民
が
」
需
す
る
場
と
し
て
、
人
学
と
地
城
が
迎

携
し
た
新
し
い
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
め

ざ
し
て
い
る

(
雀
顕
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)

高
等
学
校

女
子
大
学

●
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
交
換
留
学
(
受
入
)

9
月
巧
S
即
日

2
人
の
女
性
教
員
に
引
率
さ
れ
て
女
子
3

人
、
男
子
6
人
の
生
徒
が
来
日
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
朝
の
礼
拝
で
流
暢
な
日
本
語
で
白
己

紹
介
を
し
て
同
志
社
高
校
生
か
ら
盛
ん
な
歓
迎

を
受
け
た
。
生
け
花
や
習
字
、
調
理
実
習
や
日

本
語
学
習
、
狂
言
鑑
賞
な
ど
を
校
内
で
行
い
、

広
島
研
修
ツ
ァ
ー
や
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
一
泊
交
流
、
総
長
主
催
の
昼
食
会
や

生
徒
企
画
の
歓
迎
会
等
、
忙
し
い
日
程
を
こ
な

国
際
教
養
学
科
開
設
記
念

「
英
語
で
し
や
べ
ら
ナ
イ
ト
一
講
座

@
同
志
社
女
子
大
学

9
"
3
Π

2
0
0
7
午
4
河
巻
羣
剖
国
際
教
羊
草
科

を
随
設
す
る
こ
と
を
却
窓
し
て
、
「
器
叩
で
し

や
べ
ら
ナ
イ
ト
」
需
座
@
同
志
社
女
子
大
学
を

尿
Ⅲ
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記
念
荊
堂
に
て
開

N
H
K
の
人
気
番
組
の
メ
ン
バ
ー
が
出
演

す
る
と
あ
っ
て
、
 
3
5
0
0
名
を
超
え
る
」
会
力

が
あ
り
、
厳
正
な
抽
選
に
ょ
っ
て
選
ぱ
れ
た
9

＼

0
0
名
で
会
場
は
満
席
と
な
っ
た
ハ
ソ
ク
ン

ノ

マ
ッ
ク
ン
の
浚
才
に
始
ま
り
、
 
N
H
K
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
松
本
和
也
さ
ん
と
N
H
K
チ
ー
フ
・
プ

ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
丸
山
俊
一
さ
ん
の
対
談
、
最
後

に
、
国
際
教
養
学
科
に
就
任
予
定
の
佐
伯
林
規

江
教
授
を
六
X
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
英
語
を
学
ぶ
む
ず
か
し
さ
、
楽
し
さ
に
つ

い
て
止
ハ
有
し
た
日
と
な
つ
た

創
立
1
3
0
周
年
記
念

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
円
月
9
日

同
志
社
女
f
大
学
創
立
1
3
0
周
年
を
尋
一

し
て
、
一
儒
聖
f
氏
(
本
学
卒
業
生
・
嘱
託
講

師
)
に
ょ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が

新
島
記
今
託
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。

ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
ニ
短
調

四
三
器
物
、
グ
リ
ニ
ー
讃
歌
「
来
れ
、
創

り
上
な
る
噐
匝
よ
」
よ
り
、
他
8
曲
を
披
露

荘
厳
で
繊
細
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
約

5
5
0
名
の
聴
衆
は
魅
了
さ
れ
た
。
当
日
は
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
同
時
開
催
さ
れ
て
お

り
、
高
校
生
の
参
加
者
も
あ
っ
て
、
初
め
て
見

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
携
帯
電
話
で
写
真
を
撮

る
姿
も
見
う
け
ら
れ
た
。

秋
季
り
ト
リ
ー
ト

円
月
討
・
器
日

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

「
与
え
る
喜
ぴ
S
新
渡
戸
稲
造
武
上
道
と

私
」
と
題
し
、
池
田
{
寸
男
氏
久
株
)
資
生
堂

扣
繋
位
・
前
取
締
役
会
長
)
に
講
演
し
て
い
た

だ
い
た
。
他
筈
を
思
い
や
る
心
は
4
什
で
あ
り

◇
Π
の
礼
会
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
感
謝

4
仕
・
献
身
と
い
う
H
本
人
の
仏
統
的
な
粘
神

を
思
い
起
こ
し
、
相
手
に
良
い
こ
と
を
す
れ
ぱ

血
身
が
成
長
す
る
「
先
が
立
ち
、
我
も
立
つ
」

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
氏
は
、
屶
女
、

凶
籍
、
障
が
い
を
越
え
た
令
呈
而
型
社
会
を

H
指
し
、
常
に
「
四
く
Φ
Φ
温
四
く
Φ
」
で
サ
ー

ハ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ナ
美
行
し
て
お
ら

れ
る
そ
の
人
柄
と
生
き
力
に
、
参
加
者
は
深

い
感
銘
を
受
け
た
爽
や
か
な
秋
の
2
Π
冏
、

学
生
・
教
職
U
の
約
和
名
は
共
に
研
り
介
い
、

允
実
し
た
時
を
過
こ
し
た

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
公
演

)
ミ
ミ
⑦
に
選
選
の
、
之
、
.
如
辻
~
、
m
 
辻
譜
山
選

松
月
玲
日

す
べ
て
学
生
の
手
に
ょ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た

2
0
0
0
年
以
来
6
年
ぶ
り
と
な
る
こ
の
演
目

に
学
生
た
ち
は
丸
と
な
っ
て
、
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
物
諦
の
世
界
観
を
表
現
し
た
両

日
介
わ
せ
て
約
1
]
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り

好
評
を
博
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
0
6

0
0
Φ
工
一
m
l
>
刀
m
勺
0
刀
↓
 
7

第
驗
回
の
ハ
ム
演
は
、
》
ミ
ミ
⑦
に
ヨ
ヨ
Φ
、

之
、
.
如
ミ
、
仇
◎
§
曹
(
夏
の
夜
の
ψ
)
を
暫
四

喋
話
篁
で
上
演
。
 
3
郁
汰
と
4
年
淡
の
2
年

を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
作
品
研
究
の
集
大

成
と
し
て
、
出
演
か
ら
照
明
、
肖
智
衣
裳
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
H
本
五
學
幕
の
制
作
な
ど
、

Ⅱ
月
鈴
日

秋
の
風
情
が
漂
う
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
にが

て
、
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
0
6
」

開
催
さ
れ
た
。

△
ノ
年
は
、
創
立
1
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、

親
f
3
代
に
わ
た
っ
て
本
学
で
学
ぱ
れ
た
こ
家

族
3
組
を
表
彰
し
た
'
念
講
演
で
は
、
「
小
ノ

し
は
、
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
1
和
憲
が
教
え

て
く
れ
た
こ
と
「
前
だ
け
を
向
い
て
生
き
る
」

1
」
と
題
し
て
、
本
学
卒
業
生
の
北
原
美
貴
子

氏
に
お
話
し
い
た
だ
し
た

『
日
は
、
 
E
V
E
 
(
大
学
祭
)
と
栄
光
会

(
父
母
の
会
)
が
同
時
開
催
と
あ
っ
て
、
約
1

1
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
、
懐
か
し
い
友
人
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
し
て
い
た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に
終
f
し
た

音
楽
学
科
定
期
演
奏
会

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
第

豁
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
音
楽
学
科
合
唱
団

に
ょ
る
F
・
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト
「
詩
編
器
番

C
で
.
一
器
口
.
ご
の
」
「
自
然
の
中
の
神
0
で
.
一
器

ロ
.
↓
無
」
と
三
善
晃
の
女
声
合
唱
の
た
め
の

組
曲
「
月
夜
三
唱
」
、
音
楽
学
科
管
弦
楽
団
に

よ
る
δ
.
三
.
<
.
ウ
エ
ー
バ
ー
歌
劇
「
魔
弾
の
射

手
序
曲
」
と
H
 
・
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
「
幻
想
交

響
曲
0
で
.
工
」
を
演
奏
。
約
1
0
0
0
名
を

超
え
る
来
聴
者
を
迎
え
、
成
功
を
収
め
た

ー
」
 
0

1
 
j
 
1

ー
ヒ

催
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し
た
体
育
祭
で
は
り
レ
ー
競
技
に
参
加
し
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歌
と
ダ
ン
ス
を
全
校

生
徒
に
披
露
し
て
、
交
流
を
深
め
た
。

岩
倉
祭

9
打
記
H
S
円
月
2
H

体
育
祭
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
1
年
生
は
野
外

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
パ
フ

オ
ー
マ
ン
ス
、
 
2
、
 
3
年
生
は
チ
ャ
ペ
ル
内
の

業
双
ス
テ
ー
ジ
で
一
附
、
各
ク
ラ
ブ
は
展
示
や

発
表
、
模
擬
店
で
汗
を
流
し
た
。
岩
倉
祭
が
終

わ
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
棚
と
銀
杏
が
色
づ
き

始
め
、
岩
倉
は
秋
と
な
る

人
権
学
習
会

円
月
討
日

全
校
生
璽
ノ
加
の
人
権
学
習
会
が
人
権
・
同

和
委
員
会
セ
催
で
行
な
わ
れ
た
。
 
3
年
生
は
あ

ら
か
じ
め
ク
ラ
ス
こ
と
に
翫
●
を
取
り
、
イ

ラ
ク
の
こ
ど
も
の
現
状
一
『
働
く
こ
と
・
生
き

る
こ
と
』
、
『
視
覚
駆
暑
の
現
状
課
題
の
テ

ー
マ
で
講
演
を
聞
き
、
 
2
年
生
は
映
西
ウ
ィ

ニ
ン
グ
パ
ス
を
鑑
賞
、
 
1
年
生
は
同
志
社
大

学
等
に
詔
学
巾
の
中
雅
、
韓
国
、
台
湾
、
ネ
パ

ー
ル
の
ア
ジ
ア
の
学
地
と
交
流
す
る
機
会
を
持

つ
た
。
と
も
す
る
と
Π
常
生
活
の
な
か
で
見
失

い
が
ち
な
基
本
的
人
権
や
民
主
主
義
の
意
微
を

ゆ
っ
く
り
努
え
る
機
会
と
し
て
人
止
両
さ
れ
、
翠

週
の
H
R
で
参
加
し
て
考
え
た
こ
と
を
感
想
文

に
ま
と
め
て
由
分
で
醐
艸
し
て
い
た
。

秋
の
り
ト
リ
ー
ト

Ⅱ
月
Ⅱ
・
捻
日

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
語
ろ
う
、
肖
分
探

し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
の
テ
ー
マ
で
開
催

生
徒
7
人
、
教
員
4
人
が
参
加
し
、
『
マ
タ
イ

部
竜
、
叫
S
関
節
』
(
タ
ラ
ン
ト
ン
の
た
と
え
)

を
朗
毓
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
科
の
月
下
先
生
に

よ
る
奨
励
で
夕
の
礼
拝
を
行
な
っ
た
。
先
生
が

山
古
志
村
へ
行
き
雪
下
ろ
し
を
し
て
村
の
人

と
交
流
し
た
体
験
談
を
生
徒
た
ち
は
興
味
深
く

聞
き
、
そ
の
後
は
キ
ャ
ビ
ン
で
暖
か
い
鳥
な
べ

を
囲
み
な
が
ら
色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

岩
倉
キ
ャ
ン
バ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
の
計
画
な
ど
の

話
に
い
つ
ま
で
も
花
が
咲
い
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

n
月
Ⅱ
目

平
均
年
齢
鉐
歳
を
超
え
る
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス

の
O
B
男
性
合
唱
団
(
当
時
は
ま
だ
女
子
生
徒

が
在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
)
の
面
々
Ⅱ
人
が
母

校
を
訪
れ
、
昔
の
話
を
交
え
な
が
ら
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ロ
ル
を
豊
か
な
歌
声
で
披
露
し
、
代
表

し
て
西
陣
教
会
の
深
見
志
氏
が
「
迷
い
出
た

羊
の
た
と
え
一
な
ど
、
各
学
年
こ
と
に
用
意
さ

ペ
ル
入
Π
の
も
み
の
木
や
銀
杏
の
木
に
き
ら
め

く
な
か
、
第
3
川
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ス
マ

ス
が
開
か
れ
た
応
援
に
か
け
つ
け
た
O
B
打

志
の
゛
算
さ
れ
つ
く
し
た
照
剛
に
ホ
ザ
ナ
コ
ー

ラ
ス
や
管
弦
楽
団
、
 
2
、
 
3
年
生
の
音
楽
専
攻

生
徒
の
合
昭
団
の
姿
が
幻
想
的
に
照
ら
し
出
さ

れ
、
片
楽
の
美
し
さ
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
た
聖

な
る
"
が
流
れ
た

n
"
B
e

止
揚
学
園
訪
問

獻
金
と
り
ー
ス
を
も
っ
て
訪
問
。
ク
リ
ス
マ

ス
凖
備
の
作
業
を
下
仏
っ
た
あ
と
、
食
堂
で
皆

さ
ん
と
お
食
嘔
、
い
つ
き
て
も
心
が
平
女
に
な

る
ひ
と
時
を
過
し
た

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
も
最
初
は
不
{
女
で
あ

つ
た
が
、
会
栗
豊
富
で
別
れ
る
時
は
寂
し
か

つ
た
と
か
、
広
大
な
白
然
に
感
動
し
た
り
、
食

べ
物
が
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
ズ
で
驚
い
た
が
と
て

も
有
意
義
だ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

9
月
詑
S
器
Π

文
化
祭

女
十
生
徒
の
入
学
以
来
教
室
で
の
展
示
や

催
し
物
も
華
や
か
に
な
っ
た
。
香
真
館
(
礼
拝

な
ど
に
使
用
し
て
い
る
建
物
)
で
の
劇
、
ダ
ン

れ
た
河
六
励
を
さ
れ
、
、
E
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

降
臨
を
祝
っ
た
献
金
は
止
揚
学
園
や
各
施
儿
峡

自
然
災
害
に
あ
わ
れ
た
地
域
の
人
々
の
こ
と
を

思
い
、
捧
げ
ら
れ
た
。

岩
倉
キ
ャ
ン
バ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
泛
打
帽
Π

2
0
0
5
年
度
卒
業
生
の
父
母
の
会
に
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
チ
ャ

香
里
中
高

カ
ナ
ダ
語
学
研
修
 
7
n
詑
Π
S
8
打
円
U

参
加
k
詑
名

木
作
で
H
川
Π
で
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ

キ
ー
西
麓
の
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
っ
た
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
研
修
。
参
加
者
の
感
想

を
剛
く
と
ゲ
ー
ム
や
発
表
会
が
楽
し
く
、
毎
川

迩
う
メ
ン
バ
ー
と
チ
ー
ム
を
紕
ん
で
や
る
学
校

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
良
か
っ
た
と
か
、
ホ
ス

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓

ス
、
歌
な
ど
が
増
加
し
希
望
し
た
所
が
全
部
入

れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。

中
2
修
学
旅
行

円
月
器
S
舗
日

昨
年
ま
で
と
変
わ
っ
た
点
は
、
新
千
歳
空
港

か
ら
入
り
札
幌
の
見
学
が
加
わ
っ
た
こ
と
。
一
凶

館
で
宿
泊
せ
ず
、
洞
爺
湖
・
大
沼
(
連
泊
)
と

な
つ
た
こ
と
で
あ
る

高
2
修
学
旅
行

円
月
部
S
朋
日

出
発
の
少
し
前
に
ハ
ワ
イ
で
地
震
が
あ
っ
た

が
情
報
を
得
て
実
行
。
航
空
会
社
が
従
来
と
変

わ
つ
た
。

中
1
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

0
月
部
、
、
、

遠
足
を
兼
ね
て
実
施
大
和
三
山
、
飛
鳥
を

班
別
に
ま
わ
っ
た
。

ス
ボ
ー
ツ
大
会

n
月
Ⅱ
・
捻
日

一
局
校
は
、
Ⅱ
Π
に
小
春
日
和
の
中
で
実
施

中
学
は
、
松
日
に
朝
か
ら
雨
で
残
念
な
が
ら
小

止
と
な
っ
た

中
1
世
界
地
図
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
n
月
B
e

Π
分
達
数
名
で
旅
行
会
社
を
設
立
し
、
海
外

旅
行
の
商
品
を
紹
介
す
る
と
い
う
設
定
で
、
各

ク
ラ
ス
の
予
選
を
経
て
、
外
部
か
ら
審
査
員
も

来
て
い
た
だ
き
、
決
勝
大
会
を
実
施
し
た

ノ

,
ず
、

,
碑

、

1

0

』
一

、

"
ー
け
▲

,
、
、
け
"
、
肱

三
、
'
毛
無

一

巡

ノ
.

コt
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
桧
円
玲
Π

同
志
社
大
学
モ
催
で
行
わ
れ
、
高
校
生
、
大

艸
玉
製
ノ
加
し
、
本
校
の
3
年
生
の
東
直
哉
君

が
優
勝
し
、
即
刀
円
の
賞
金
を
獲
得
し
た
こ

の
人
会
で
」
秘
生
が
優
勝
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る

訂
正
と
お
わ
ぴ

3
 
.
ー
、

一
,
"
,
J
、

8
 
ー
ノ

「
教
職
n
会
議
」
 
2
行
Π

遂
7
削
を
人
γ
W
退
に
寸
モ

電
.
安
な
小
柄
に
関
わ
ら
ず
水
火
硫
認
を
怠
り
オ
乢

幟
し
た
Ⅱ
U
任
は
靈
大
で
あ
り
、
ま
た
関
係
力
而
に

多
大
な
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
ナ
陳
く
反
省

し
、
お
花
ぴ
小
し
あ
げ
ま
す

人
権
委
員
を
中
心
に
、
人
問
の
尊
厳
と
基
本

的
人
椛
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
週
問
と
な
っ
た
外
来
講
師
の
講
演
、

ワ
ー
ク
シ
ヨ
ヅ
プ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
に
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
。

円
月
鈴
日

校
外
学
習

小
高
と
も
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ

ヤ
パ
ン
で
実
施
さ
れ
、
こ
こ
で
実
施
さ
れ
て
ぃ

る
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
英
語

科
の
事
前
学
習
の
も
と
、
課
題
に
真
剣
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
楽
し
い
口
を
過
こ
し
た
Ⅱ
月
器
日

高
校
ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

吹
奏
楽
部
・
聖
歌
隊
・
高
等
学
校
3
年
生

m
0
コ
暢
ヨ
国
コ
如
=
m
三
堂
講
生
、
保
護
者
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
協
力
の
も
と
、
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た

n
門
松
・
B
e

海
外
入
試

本
校
の
特
徴
で
あ
る
、
帰
国
生
徒
受
け
入
れ

の
た
め
、
例
年
実
施
し
て
い
る
海
外
で
の
入
学

爵
が
"
器
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
海
外
か
ら
宿

油
場
所
を
確
保
し
つ
?
気
候
の
違
う
な
か
を

侍
扉
国
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
一
堂
験
生
に
配

憾
し
た
も
の
で
あ
る

捻
Π
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
.
ロ

W
打
器
S
舒
U

学
2
年
生
か
ら
一
寝
3
年
生
の
修
養
会
が
行
わ

れ
た
中
学
生
は
「
愛
と
1
 
友
と
共
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
中
野
敬
一
先
生
璽
*
短
期
大
学
)

を
需
師
に
迎
え
、
高
校
生
は
「
友
人
Ⅱ
隣
人
S

隣
人
に
な
る
に
は
S
」
を
テ
ー
マ
に
西
村
篤
先

生
(
同
志
社
大
学
神
学
部
)
を
講
師
に
迎
え
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
共
に
生
活
し
、
語
り
介

つ
た
。
体
育
祭

円
月
3
H

好
天
無
ま
れ
、
徒
競
争
、
綱
引
き
、
仮
裴

吐
器
、
応
援
合
戦
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
ク
ラ

ス
対
抗
り
レ
ー
に
至
る
ま
で
、
活
力
あ
る
展
開

女
子
中
高

●
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
 
7
H
器
Π
S
8
打
5
Π

一
寝
2
 
・
 
3
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
ベ
ル

ス
ク
ー
ル
・
ノ
ー
リ
ッ
ジ
校
に
て
研
修
を
行

う
。
器
叩
の
集
中
レ
ッ
ス
ン
と
般
家
庭
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
軸
に
、
課
外
活
動
や
遠
足
も

取
り
人
れ
た
生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
大
き
く
成
長
し
た

修
養
会

9
月
9
S
円
目

"
.
、
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中

j

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
京
都
で
書

類
選
考
・
論
文
・
面
接
に
ょ
る
入
試
。

B
口
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
一
示
都
で
教
科
試

験
に
ょ
る
入
試
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

国
際
交
流

今
年
度
も
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
友
人
た
ち

が
本
校
を
訪
れ
、
有
意
義
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
本
校
生
徒
た
ち
も
海
外
研
修
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。
主
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓

が
な
さ
れ
た

文
化
祭

円
月
5
S
7
日

「
如
O
Z
Z
国
δ
工
女
禽
こ
(
幸
運
を
!
)

を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
、
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
・
有
志
に
ょ
る
展

示
、
演
劇
、
ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な
活
動
が
行
わ

れ
た収
穫
感
謝
礼
拝

Ⅱ
H
玲
・
Π
Π

玲
日
に
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
、
聖
歌
隊
の

合
唱
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
持
ち
、
リ
日
に
は
、

果
物
・
野
菜
等
の
収
穫
物
を
持
ち
寄
り
、
礼
拝

を
行
っ
た
。
ま
た
、
午
後
に
は
、
寄
せ
ら
れ
た

収
穫
物
・
献
金
を
持
っ
て
、
養
護
施
設
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
交
流
を
持
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
松
月
玲
口

午
前
の
部
は
、
生
徒
・
教
職
員
と
で
、
午
後

の
部
は
、
一
般
の
方
々
、
お
招
き
し
た
春
日
デ

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
を
守
っ
た
生
徒
、
教
職
員
、
礼
拝

参
加
の
一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ク
リ
ス

マ
ス
献
金
を
、
全
国
の
福
祉
関
係
の
施
設
、
事

業
所
に
送
っ
た

国
際
中
高

9
"
怜
S
器
Π

●
文
化
祭

本
校
の
最
大
行
事
で
あ
る
巾
学
体
育
祭
・
一
局

校
体
育
祭
・
中
高
文
化
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
伝
統
行
事
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
学
年
を
越
え

た
ブ
ロ
ツ
ク
こ
と
の
応
援
合
戦
や
、
生
徒
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
選
仙
・
振
り
付
け
に
ょ
る
マ
ス
ゲ

ー
ム
な
ど
盛
ん
な
声
援
が
飛
ん
で
い
た
。
ま
た
、

中
3
・
高
3
の
演
劇
発
表
等
さ
ま
ざ
ま
な
企
両

生
徒
た
ち
が
積
極
的
に
参
加
し
、
楽
し
い

、

こ期
闇
を
過
こ
し
た
。

内
分
た
ち
で
企
仙
し
、
 
2
つ
3
つ
の
役
職
を

脈
務
し
、
全
体
の
力
に
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の

力
強
さ
に
感
動
し
た
1
週
問
で
あ
っ
た

中
3
体
験
学
習

9
H
6
・
7
U

知
多
半
島
、
南
知
多
温
泉
郷
で
実
施
さ
れ
た

日
常
生
活
を
際
れ
、
地
引
き
網
漁
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が
行
わ
れ
た
。

漁
業
見
学
は
波
が
高
く
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
学
校
生
活
を
雜
れ
て
、

2
Π
問
を
満
喫
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

人
権
強
調
週
問

苅

ユニバーサルスタジオジャバンでの校外学習

クリスマスページエントのーコマ
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2
0
0
6
年
度
5
中
高
『
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』

中
学

Π
河
6
日
(
例
)

」
,
島

而

「
フ
ィ
ア
ム

ビ
ユ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

速
藤
勇
司

「
鮎
婚
力
長
粒
き
す
る

ひ
と
つ
の
コ
ツ

一
寝

巾
学
(
シ
ョ
ー
ト
礼
H
)

Π
例
7
旦
火
)

速
藤
勇
司

「
祥
h
枝
独
己
十
分
」

岡
崎
菜
佳
子

「
下
」

高
校

巾
学

米
加
田
周
子

1
一
ノ
{
↓
、
」

Ⅱ
<
に
泣
く
」

岡
崎
菜
佳
子

「
こ
の
腕
の
小
に
」

大
橘
邦
一

「
柳
の
需
の
よ
き

U
拘
8
日
(
水
)

上
内
鏡
子

「
こ
ね
こ
の
大
小
件
」

大
塚
一
、

「
み
ん
な
で
い
つ
し
ょ
に

ー
き
ろ
た
め
に
一

上
島
一
高

「
水
物
の
礼
H
を
さ
さ
(
シ
ョ
ー
ト
礼
昇
)

げ
た
畍
に
"
き
る
こ
と
、

上
島
而

「
い
の
ち
の
爪
さ
に

気
づ
い
た
瞬
W

小
笠
原

純

「
こ
の
人
の

す
る
ま
ま
に
」

米
加
田
周
子

「
.
h
下
人
と
少
年

盲
向
校

一
恕
学
校

(
シ
ョ
ー
ト
礼
昇
)

巾
学
校

上
島
而

「
回
似
で
は
な
く

回
牛
、
へ
」

大
橋
邦
一

「
久
わ
れ
志
f
」

上
島
一
局

「
人
に
剛
わ
ら
れ
る
こ
と

を
お
そ
れ
る
な
」

岡
崎
岳

「
神
様
の
愛
」

"
帥
細
介
(
A
B
C
順
、
敬
称
略
)

述
峠
勢
司
(
Π
小
草
悩
教
団
品
の
煉
教
会
牧
師
)
、

旭
(
関
西
乢
f
院
小
γ
部
示
教
上
小
)

福
品

一
小
え
冲
子
(
凹
木
ハ
プ
テ
ス
ト
摘
院
チ
ャ
プ
レ
ン
、
旧
水
県
督
教
団
牧
帥
)

.

.
,
"
一
.

需
(
'
盆
J
督
教
団
新
渇
教
会
牧
帥
)
、
上
内
鏡
子
(
日
査
'
督
教
団
神
戸
イ
エ
ス
団
教
会
牧
'
)

井
.
汝
透
(
旧
本
基
督
教
団
世
光
教
会
牧
帥
)
、
小
豊
原
純
(
日
本
基
悩
教
団
刷
規
日
古
台
教
会
牧
'
)

^
^
^
^
Ⅱ
^
^
'
オ
^
^
^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

火
糯
列
一
(
立
教
汀
艸
小
.
雫
゛
校
チ
ャ
プ
レ
ン
)
、
大
塚
愼
(
日
査
密
教
団
卞
治
教
団
牧
'
)

b
H
理

{
1
木
ル
L
行
教
団
上
U
羽
教
会
牧
帥
)
、
米
加
Ⅲ
刷
子
(
U
本
墓
悩
教
Ⅲ
茶
ケ
岫
伝
通
所
牧
帥
)

"
例
9
旦
木
)

大
橋
邦
一

「
セ
ン
ス
オ
ブ

ワ
ン
ダ
ー
」

大
橋
邦
一

〒
エ
ス
と
マ
グ
グ
ラ
の

マ
リ
ア
の
コ
ミ
ユ
ニ
オ
と

夏
季
キ
ャ
ン
プ

1
年
生
(
全
員
参
加
)
は
7
月
詑
S
即
日
に

か
け
て
4
期
、
 
2
油
3
日
で
宮
沌
市
の
本
校
由

良
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
海
の
キ
ャ
ン
プ
を
、
ま

た
2
年
生
(
自
由
参
加
)
は
7
月
記
日
S
8
月

3
日
に
か
け
て
4
期
、
 
3
泊
4
日
の
北
ア
ル
プ

ス
の
唐
松
岳
登
山
と
栂
池
自
然
園
を
劼
ね
る
山

の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
生
徒
達
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
海
、
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た

体
育
祭

9
月
幻
Π

各
学
年
の
ク
ラ
ス
縦
割
り
で
、
 
8
分
団
に
ょ

る
ト
ラ
ッ
ク
種
目
や
綱
引
き
、
棒
倒
し
、
騎
馬

戦
、
ム
カ
デ
リ
レ
ー
等
、
数
多
く
の
種
目
で
白

熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
。
一
番
の
見
ど

こ
ろ
は
分
団
対
抗
り
レ
ー
。
各
分
団
と
も
総
立

ち
に
な
り
応
援
す
る
光
景
が
み
ら
れ
、
ク
ラ
ス

だ
け
で
な
く
上
級
生
や
下
級
生
と
の
団
結
も
深

」

イ
ナ
ー
レ
に
は
各
分
団
が
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
競
う
「
繩
舞
祭
」
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

等
が
行
わ
れ
た
。
「
輝
舞
祭
」
で
は
、
本
校
を

訪
問
さ
れ
た
青
森
県
風
問
浦
中
学
の
2
年
生
の

皆
さ
ん
に
ょ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
ダ
ン
ス
披

露
も
あ
り
、
熱
い
3
日
問
の
幕
を
閉
じ
た
。

Ⅱ
月
円
H

●
人
権
行
事

人
権
行
事
で
は
例
年
に
な
ら
っ
て
、
映
画
鑑

賞
「
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
の

他
、
 
1
年
生
で
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

体
験
、
 
2
年
生
で
は
点
字
学
習
や
、
卓
椅
f
体

験
、
手
話
、
 
3
年
生
で
は
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
、

リ
バ
テ
ィ
大
阪
一
示
都
人
権
ゆ
か
り
の
地
伏

見
の
戦
跡
、
ウ
ト
ロ
地
区
な
ど
を
劼
ね
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
他
、
衣
笠
授
産
所
で
の
作
業

体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
人
権
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
た

収
穫
感
謝
礼
拝
・
施
設
訪
問
Ⅱ
月
討
日

ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
、
宗
教

ン
ド
ベ
ル
の
各
部
生
徒
と
生
徒
会
執
行
委
員

ノが
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
船
岡
寮
を
訪
ね
収
穫

感
謝
礼
拝
で
生
徒
が
持
ち
寄
っ
た
果
物
を
届

け
、
交
流
を
行
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝

ま
る
一
日
で
あ
っ
た

9
月
部
S
四
U

学
園
祭

郁
問
を
通
じ
て
最
大
の
行
事
で
あ
る
学
園
祭

は
、
京
都
会
館
で
2
年
生
行
邪
、
一
附
フ
エ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
2
日
問
に
わ
た
り
開
催
し
、
獅
台

発
表
を
行
っ
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ブ
の
発

表
に
も
訴
え
か
け
る
テ
ー
マ
が
あ
り
、
ま
た
照

明
や
舞
台
構
成
な
ど
に
も
上
大
が
凝
ら
さ
れ
、

魅
力
あ
る
壤
台
で
あ
っ
た
ま
た
最
終
Π
に
は

学
校
で
1
年
生
や
文
科
系
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し

た
製
尓
発
表
と
生
徒
会
行
事
が
催
さ
れ
た
フ

Ⅱ
例
川
旦
金
)

浜
本
京
子

「
奥
珠
の
揃
み
」

福
島
旭

「
希
望
を
も
っ
て

喜
ぶ
」

松
月
幻
日

2
学
期
終
業
式
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
全
校

で
持
っ
た
。
タ
刻
に
は
チ
ャ
ペ
ル
で
ク
リ
ス
マ

ス
燭
火
礼
拝
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

つ
九ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

捻
打
器
S
町
H

捻
月
N
S
部
日

沖
縄
研
修
旅
行

3
年
生
(
自
由
参
加
)
は
長
野
県
上
昔
局
原
、

一
の
瀬
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
(
4

泊
5
Π
)
と
沖
縄
で
の
平
和
学
習
を
中
心
と
し

た
研
修
旅
行
(
3
泊
4
旦
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
日
々
を
過
こ
し
た

小
学
校

7
月
N
・
部
Π

●
1
年
学
校
合
宿

1
年
生
の
合
宿
は
、
互
い
に
助
け
合
っ
心
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
合
宿
で

は
ク
ラ
ス
を
解
体
し
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル

ー
プ
毎
に
教
員
が
つ
き
、
食
事
や
活
動
就
寝

な
ど
ず
っ
と
一
緒
に
生
活
し
た
。
十
ど
も
同
士
、

子
ど
も
と
教
師
が
よ
り
深
く
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
た
合
宿
と
な
っ
た
。

●
2
年
「
花
脊
山
の
家
一
合
宿
 
7
月
即
・
給
日

O
o
m
工
一
仂
工
》
刃
m
勺
0
刀
一

木
安
透

「
こ
の
鰔
後
の
者

に
も
」

遠
藤
勇
司

「
命
が
け
の
什
心
」

上
内
鏡
子

「
ひ
と
つ
の
極
」

上
島
二
局

「
山
辺
に
向
か
い
て

わ
れ
Π
を
あ
ぐ
」

.
国
8
一
Φ
)
δ
ご
く
Φ
如
三
コ
⑳
仁
Φ
、
Φ
N
コ
コ
ヨ
Φ

ミ
印
三
Φ
一
(
フ
ラ
ン
ス
)
と
の
六
X
換
プ
ロ

グ
ラ
ム

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ξ
)
ヨ
丁
Φ
「
m
-

「
こ
こ
ろ
の
平
和
」

大
橋
邦
一

「
迫
い
は
ぎ
に
製

わ
れ
た
人
」

(
シ
ョ
ー
ト
礼
仟
)

山
田
真
理

.

大
橋
邦
一

【
今
旧
は
ぜ
ひ
あ
な
た

の
*
に
油
ま
り
た
い
、

上
島
而

「
九
大
栓
分
こ
与
え
ら

れ
た
則
物
に
ょ
っ
て
一

小
笠
原

純

三
の
人
の
す
る
ま
ま
に
」

中
学
校

102
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2
年
小
の
△
口
佰
は
、
豊
か
な
Π
然
に
触
れ
、

染
団
生
活
の
楽
し
さ
、
恊
力
し
介
う
人
問
関
係

の
大
W
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
Π
的
に
突
施
し
た

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
た
り
、
ち
ま
き
を

作
っ
た
り
と
地
"
段
で
き
な
い
体
験
を
し
、
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
の
△
,
宿
と
な
っ
た

3
年
至
園
備
少
年
自
然
の
家
」
合
宿

9
月
紛
S
器
Π

広
大
な
敷
地
メ
'
つ
宿
泊
築
双
で
の
合
病

で
、
白
然
の
小
で
様
々
な
体
験
を
し
た
中
で

も
イ
ど
も
た
ち
の
心
に
残
っ
た
の
は
、
天
体
観

測
で
あ
っ
た
。
天
の
川
が
見
え
る
な
ど
、
時
制

を
忘
れ
て
星
に
見
入
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
介

補
で
は
、
同
志
社
大
学
の
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
手
仏
っ
て
く
れ
た
大
学
生
の
人
と
つ
な

が
り
が
で
き
た
こ
と
も
、
こ
の
△
リ
布
の
大
き
な

成
巣
だ
っ
た
。

ス
ボ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
円
村
N
n

口
常
の
体
厶
U
的
活
動
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ

り
高
い
競
技
や
一
鞍
に
取
り
組
む
姿
勢
を
養
お

う
と
開
催
し
た
。
今
回
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

特
色
の
ひ
と
つ
は
、
縦
割
り
班
(
ワ
イ
ル
ド
ロ

ー
バ
ー
)
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、
教

師
士
導
で
は
な
く
臼
分
た
ち
の
力
で
取
り
紕
ま

せ
、
達
成
感
を
味
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と

今
後
に
つ
な
が
る
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ

、
、
、ノ

ナ

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

Ⅱ
月
B
e

同
志
社
大
学
神
学
部
の
関
谷
直
人
教
授
を
迎

え
て
開
催
し
た
心
温
ま
る
礼
拝
と
教
職
員
の

合
唱
も
飛
ぴ
出
す
楽
し
い
祝
会
と
な
っ
た
。

明
心
会
全
体
会

Ⅱ
月
巧
日

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
5

同
志
社
小
学
校
教
育
後
援
会
「
明
心
会
」
の

第
1
回
全
体
会
が
宝
ケ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
同
志
社
大
学
長
の
講
演
、
会
員

懇
親
な
ど
に
引
き
続
き
、
会
の
最
後
に
は
全
員

で
口
o
m
三
m
=
N
 
δ
0
=
Φ
伽
Φ
 
m
0
晶
を
歌
い
、
同

志
社
チ
ア
ー
で
締
め
く
く
つ
た

●
点
灯
式

Ⅱ
月
器
日

同
志
社
小
学
校
の
チ
ャ
ペ
ル
コ
ー
ト
で
点
灯

式
を
実
施
し
た
。
児
竜
保
護
者
、
教
職
員
、

そ
し
て
同
志
社
高
校
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の
生
徒

の
歌
声
が
重
な
り
合
い
、
チ
ャ
ペ
ル
コ
ー
ト
全

体
に
反
粋
す
る
中
、
ツ
リ
ー
が
点
灯
さ
れ
た
。

●
3
年
囲
碁
教
室

1
月
Ⅱ
日
他

月
に
2
回
の
割
合
で
、
関
西
棋
院
の
棋
士
を

お
招
き
し
て
、
3
年
生
が
囲
碁
を
学
ん
で
い
る

囲
碁
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
だ

/

午
前
小
は
令
園
兇
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
ダ

ン
ス
や
歌
を
発
喪
し
て
、
教
員
た
ち
の
出
し
物

を
観
た
乍
後
か
ら
は
誕
生
日
を
迎
え
た
園
児

と
そ
の
保
ι
者
が
倒
に
架
ま
り
、
教
員
も
共
に

昼
食
を
い
た
だ
き
、
ケ
ー
キ
に
ろ
う
そ
く
を
灯

し
て
お
祝
い
を
し
た
(
m
H
一
川
行
わ
れ
る
)

7
 
4
 
・
巧
U

お
泊
り
保
育

作
長
組
が
剛
に
痢
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
佗
火
を
し
、
楽
し
く
過
こ
し
た

夏
期
保
育

8
村
3
S
5
1

水
遊
ぴ
、
色
水
遊
ぴ
や
フ
ィ
ン
ガ
ー
ヘ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て
過
こ
し
た

8
乃
即
Π

同
窓
会

卒
倒
生
が
架
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
学
校

の
様
子
を
聞
い
て
話
し
介
い
楽
し
く
過
こ
し

た
。
入
園
説
明
会

9
刀
2
Π

2
0
0
7
年
度
の
入
同
説
明
を
行
っ
た
9
]
3
Π

運
動
会

女
了
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
保
護
者
も
参

加
し
、
共
に
競
技
や
ダ
ン
ス
を
行
っ
た円
打
7
日

ゞ
ザ
ー

女
f
小
一
寝
内
で
、
同
窓
会
、
女
子
中
高
と

共
に
く
じ
引
き
や
グ
ッ
ズ
商
品
な
ど
を
販
光
し

i

Υ

1

゛
、

.

ナ

玲
月
8
日

京
都
学
生
祭
典

年
中
・
年
長
組
が
平
安
神
,
冨
グ
ラ
ン
ド
で
、

他
園
の
倒
児
や
学
生
と
共
に
、
円
ツ
竹
を
持
っ

て
「
よ
さ
こ
い
」
を
踊
っ
た

円
月
円
日

秋
の
遠
足

全
倒
児
で
バ
ス
に
乗
り
、
慨
修
農
園
い
も
ほ

り
に
出
か
け
た

円
月
即
口

お
茶
会

年
長
県
チ
ャ
ペ
ル
前
忍
長
先
生
・
理
事

長
先
生
や
職
員
の
方
な
ど
に
お
茶
や
お
菓
f
を

運
ぴ
、
日
頃
の
お
稽
古
の
お
点
前
を
し
た

宇
治
ヤ
ク
ル
ト
エ
場
見
学

Ⅱ
月
1
日

全
園
児
で
バ
ス
に
乗
り
、
宇
治
公
園
で
お
弁

当
を
食
べ
た
後
、
ヤ
ク
ル
ト
エ
場
を
見
学
し
た
。

円
月
舗
日

神
学
部
礼
拝

作
長
組
園
児
が
、
神
学
部
礼
拝
堂
で
園
長
の

'
を
聞
い
て
、
讃
芙
歌
を
歌
い
、
共
に
礼
拝
を

し
た

Ⅱ
月
玲
日

収
穫
感
謝
祭

園
児
が
各
家
庭
か
ら
野
菜
や
巣
物
を
持
ち
寄

り
、
共
に
収
穫
を
感
謝
し
て
礼
拝
を
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ロ
月
3
日

京
都
い
の
ち
の
電
話
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

幼
稚
園

●
七
夕
発
表
会

7
月
5
・
6
日

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
で
、
全
園
児
が
家
族
を
迎

え
、
ク
ラ
ス
毎
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
シ
ロ
ホ
ン
演

奏
な
ど
を
披
露
し
た

7
月
・
8
月
お
誕
生
会

7
月
伐
日

コ
ン
サ
ー
ト
に
年
長
組
の
希
望
園
児
が
聖
歌
隊

と
し
て
参
加
し
た
。

捻
月
5
U

●
親
子
親
睦
会

全
園
児
の
親
子
で
、
ハ
ツ
橋
作
り
の
体
験
と
、

ま
り
展
尓
の
見
学
を
楽
し
ん
だ

稔
月
蛤
日

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

新
島
会
館
で
全
園
児
が
揃
っ
て
、
礼
拝
・
ペ

ー
ジ
エ
ン
ト
を
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
て

保
護
者
と
共
に
お
祝
い
を
し
た
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囲碁教室で熱心に取り組む3年生
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